
　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書
は
関
係

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
　
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
景

気
拡
大
期
間
は
　
カ
月
と
な
り
、
戦

後
最
長
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
た

と
の
判
断
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
小

規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
未
だ
に
深

刻
な
経
営
環
境
で
あ
り
、
本
格
的
な

景
気
の
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か

る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
」
「
小

規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
」

及
び
「
負
担
水
準
が
　
％
を
超
え
る

商
業
地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
軽
減
措
置
」
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と

っ
て
、
事
業
の
継
続
や
経
営
内
容
の

健
全
化
へ
の
大
き
な
力
添
え
と
な
っ

て
い
る
。

　
東
京
都
が
都
財
政
を
優
先
さ
せ
、

こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を
今
年
度
限
り

で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
区
民
、

小
規
模
事
業
者
の
経
済
的
・
心
理
的

影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
景
気
に
与

え
る
影
響
が
強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
現
在
の
景
気
状
況
に
お
け

る
区
民
の
税
負
担
に
配
慮
し
、
下
記

事
項
を
平
成
　
年
度
以
降
も
継
続
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か
る
都

　
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

２
　
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減

　
免
措
置

３
　
負
担
水
準
が
　
％
を
超
え
る
商

　
業
地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
の
税
額
を
、
負
担
水
準
が
　

　
％
の
場
合
の
税
額
ま
で
軽
減
す
る

　
措
置
　
　

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　
地
方
税
法
第
　
条
で
は
、
償
却
資

産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
が
150
万
円

に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
固

定
資
産
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
免
税
点
を
定
め
て
い
る
。

　
現
行
の
免
税
点
は
平
成
３
年
に
定

め
ら
れ
て
か
ら
す
で
に
　
年
が
経
過

し
て
お
り
、
現
在
で
は
、
極
め
て
小

規
模
な
設
備
等
の
償
却
資
産
も
課
税

対
象
と
な
り
、
長
引
く
不
況
に
苦
し

ん
で
い
る
小
規
模
事
業
者
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
免
税
点
制
度
で
は
、
課
税

標
準
額
が
免
税
点
未
満
の
場
合
は
課

税
さ
れ
な
い
が
、
課
税
標
準
額
が
免

税
点
以
上
に
な
る
と
そ
の
総
額
に
課

税
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
課
税
標
準

額
が
　
万
円
の
場
合
の
課
税
額
は
０

円
で
あ
る
が
、
　
万
円
に
な
る
と
２

万
１
千
円
（
税
率
　
％
）
と
な
り
、

納
税
者
に
不
公
平
感
を
与
え
、
償
却

資
産
に
か
か
る
固
定
資
産
税
へ
の
理

解
を
難
し
く
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
、
多
く
の
個
人
事
業
者
は
、

所
得
税
の
申
告
期
限
で
あ
る
3
月
　

日
を
念
頭
に
決
算
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
所
得
税
の
決
算
書
記
載
事
項

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
償
却
資
産

の
申
告
期
限
は
１
月
　
日
と
な
っ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
納
税
者
が
納
得
し

て
納
税
で
き
る
制
度
へ
の
改
善
と
申

告
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

下
記
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資

　
産
の
免
税
点
（
現
行
　
万
円
）
を

　
基
礎
控
除
に
改
め
、
控
除
額
を
大

　
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２
　
申
告
期
限
を
現
行
の
１
月
　
日

　
か
ら
3
月
　
日
に
変
更
す
る
こ
と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
あ
て
）

　
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、

法
的
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
総
合
法

律
支
援
法
が
２
年
前
に
施
行
さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
き
「
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
」
（
愛
称
・
法
テ
ラ
ス
）
が

設
立
さ
れ
、
平
成
　
年
　
月
２
日
、

全
国
で
一
斉
に
業
務
を
開
始
し
た
。

　
法
テ
ラ
ス
は
「
身
近
な
司
法
」
実

現
へ
中
核
と
な
る
組
織
で
、
情
報
提

供
、
民
事
法
律
扶
助
、
司
法
過
疎
対

策
、
犯
罪
被
害
者
支
援
、
国
選
弁
護

関
連
事
務
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て

い
る
。
業
務
開
始
の
初
日
だ
け
で
全

国
で
約
２
千
　
件
も
の
相
談
が
あ
り
、

期
待
の
ほ
ど
が
伺
え
る
。

　
今
後
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
法
テ
ラ
ス
は

時
代
の
大
き
な
要
請
に
応
え
る
機
関

で
あ
る
。
平
成
17
年
及
び
　
年
に
鳥

取
・
茨
城
県
等
で
試
行
を
実
施
し
た

結
果
か
ら
は
、
相
談
件
数
が
年
間
　

万
か
ら
　
万
件
を
超
え
る
と
予
測
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
だ

け
の
体
制
整
備
が
望
ま
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
法
テ
ラ
ス
の
体
制

を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
下
記
事

項
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
　
全
国
で
　
人
し
か
配
置
さ
れ
て 

 
 
 
 

い
な
い
常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
を 

 
 
 
 
     

早
急
に
大
幅
増
員
す
る
こ
と
。

２
　
司
法
過
疎
対
策
を
推
進
し
、
い 

 

わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
」
を
早

急
に
解
消
す
る
こ
と
。

３
　
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
司
法 

ア
ク
セ
ス
困
難
者
へ
の
配
慮
と
し

て
、
訪
問
や
出
張
に
よ
る
相
談
等

を
実
施
す
る
こ
と
。

４
　
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、

若
者
等
に
配
慮
し
、
き
め
細
か
く

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

５
　
利
用
者
の
利
便
性
を
鑑
み
、
日 

曜
日
も
業
務
を
行
う
こ
と
。

６
　
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
サ
ー
ビ
ス

を
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
法
務
大
臣
あ
て
）

　
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

子
育
て
に
対
す
る
「
経
済
的
負
担
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
働
く
女
性
の

約
７
割
が
第
１
子
出
産
を
機
に
離
職

し
て
い
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、

出
産
・
育
児
を
経
て
再
就
職
を
望
む

女
性
が
少
な
く
な
い
。
　
歳
未
満
の

子
ど
も
を
持
ち
な
が
ら
求
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
女
性
は
全
国
に
約
　
万

人
、
就
職
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
者
も
約
　

万
人
存
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
　
年
４
月

に
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
就

職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
女
性
を

支
援
す
る
た
め
に
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
」
が
開
設
さ
れ
た
。
求
職

者
一
人
ひ
と
り
の
希
望
や
状
況
を
踏

ま
え
た
き
め
細
か
な
対
応
が
好
評
で
、

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
設
置
は
、
全
国
　

都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
千
葉
、
東
京
、

横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神

戸
、
広
島
、
福
岡
、
北
九
州
）
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
現
在
、
サ
ー
ビ
ス

は
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る
。
そ

こ
で
厚
生
労
働
省
は
、
既
存
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
内
に
（
仮
称
）
「
マ
ザ
ー

ズ
サ
ロ
ン
」
を
設
置
し
、
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
全
国
展
開
し
た
い
と
し
て

い
る
。

　
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の

女
性
は
潜
在
的
に
多
数
い
る
こ
と
に

加
え
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
本
格
的

な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

社
会
の
担
い
手
を
は
ぐ
く
む
観
点
か

ら
も
、
子
育
て
中
の
女
性
に
対
す
る

再
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
」
未
設
置
の
　
県
に
（
仮

称
）
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」
設
置
を

早
期
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

　
厚
生
労
働
省
は
、
８
月
９
日
の
特

定
疾
患
対
策
懇
談
会
に
お
い
て
、
難

病
対
策
の
う
ち
特
定
疾
患
と
し
て
医

療
費
の
公
費
負
担
対
象
と
し
て
い
る

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
潰
瘍
性
大
腸
炎

に
つ
い
て
、
軽
症
者
を
対
象
外
と
す

る
方
針
を
示
し
た
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
　
代
後
半
以

降
に
発
症
す
る
例
が
多
く
、
患
者
の

ほ
と
ん
ど
が
家
族
の
生
活
の
中
心
者

や
年
金
生
活
者
で
あ
る
。

　
ま
た
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
患
者
は
若

年
で
発
症
す
る
例
も
多
い
た
め
、
就

職
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
経
済
的
に
不

安
を
抱
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
公

費
負
担
が
な
く
な
る
と
ま
さ
に
死
活

問
題
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
軽
症
者
に
対
す
る
公

費
負
担
が
対
象
外
と
な
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
疾
患
は
原
因
不
明
の
進
行
性
、

あ
る
い
は
再
燃
性
の
病
気
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
軽
症
の
間
は
治
療
を
し
な

い
で
家
族
の
助
け
を
得
て
過
ご
し
て

い
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
は
重
症
、

あ
る
い
は
合
併
症
な
ど
を
引
き
起
こ

し
、
か
え
っ
て
患
者
の
身
体
的
負
担

の
増
加
や
多
額
の
医
療
費
を
必
要
と

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
軽
症
の
段
階
か
ら

医
療
費
の
公
費
負
担
を
行
い
、
疾
患

の
進
行
等
の
抑
制
を
は
か
る
こ
と
が

本
人
や
家
族
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ

る
。

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
特
定
疾
患
に
対
す
る
現
行
の

医
療
費
公
費
負
担
制
度
を
堅
持
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
あ
て
）

（
以
上
５
件
、
　
月
　
日
議
決
）
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